
今
日
の
出
会
い
は
た
だ
一
度
限
り

こ
の
言
葉
は
、
皆
さ
ん
が
ご
存
じ
の

通
り
、
簡
単
に
言
う
と
「
人
と
人
と
の

出
会
い
は
二
度
と
な
い
か
も
し
れ
な
い

か
ら
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
意

味
で
す
。

こ
の
三
月
は
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
こ

と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
ね
。
な
ぜ
な
ら
、

卒
業
、
進
級
、
就
職
、
年
度
初
め
な
ど
、

四
月
を
め
ど
に
新
た
な
旅
立
ち
を
す
る

人
が
多
い
か
ら
で
す
。

人
は
一
生
涯
の
う
ち
に
、
何
人
の
人

と
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う

か
。
今
日
言
葉
を
交
わ
し
た
人
と
、
今

度
は
い
つ
会
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
う
考
え
た
ら
、
一
人
ひ
と
り

と
誠
心
誠
意
で
接
し
た
い
と
思
い
ま
せ

ん
か
？
真
心
を
も
っ
て
人
と
接
す
れ
ば
、

一
期
一
会
の
精
神
は
、
皆
さ
ん
自
身
に

も
返
っ
て
き
て
、
よ
り
ゆ
た
か
な
時
間

を
持
て
る
よ
う
に
な
る
は
ず
で
す
。

四
月
八
日

降
誕
会
ご
う
た
ん
え

お
釈
迦
様
は
、
今
か
ら
約
二
五
〇

〇
年
前
の
四
月
八
日
に
、
イ
ン
ド
の
北
、

現
在
の
ネ
パ
ー
ル
に
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
の

花
園
で
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
お

釈
迦
様
の
誕
生
日
の
お
祝
い
を
、
「
花

ま
つ
り
」
と
い
う
の
は
こ
の
た
め
で
す
。

こ
の
日
は
、
美
し
い
花
が
咲
き
乱
れ

る
花
園
に
見
立
て
た
花
御
堂
に
誕
生
仏

を
お
ま
つ
り
し
、
甘
茶
を
か
け
て
お
祝

い
し
ま
す
。
甘
茶
を
か
け
る
の
は
、
産

湯
の
代
わ
り
に
、
天
が
甘
い
雨
（
甘
露
）

を
降
ら
せ
て
誕
生
を
お
祝
い
し
た
と
い

う
言
い
伝
え
に
よ
り
ま
す
。

こ
の
「
花
ま
つ
り
」
と
は
、
な
ん
と

優
し
く
希
望
に
満
ち
た
響
き
を
持
っ
た

言
葉
で
し
ょ
う
。
寒
い
冬
が
去
っ
て
、

暖
か
い
太
陽
の
日
差
し
に
草
も
木
も
美

し
い
花
を
咲
か
せ
、
人
も
自
然
も
生
き

生
き
と
活
動
す
る
春
の
訪
れ
。
お
釈
迦

さ
ま
が
こ
の
世
に
お
生
ま
れ
に
な
っ
た

こ
と
が
、
私
た
ち
の
生
活
に
一
筋
の
希

望
を
も
た
ら
す
、
明
る
い
春
の
日
差
し

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

私
た
ち
を
お
救
い
下
さ
る
尊
い
お
方
、

お
釈
迦
様
の
誕
生
日
を
み
ん
な
で
お
祝

い
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

四
月
四
日
午
前
十
時
よ
り

降
誕
会
（
花
ま
つ
り
）
の
お
経
を
本
堂

に
て
お
唱
え
し
ま
す
。
ス
リ
ラ
ン
カ
寺

院
の
蘭
華
寺
僧
侶
に
よ
り
、
紅
茶
を
ふ

る
ま
い
ま
す
。

ス
リ
ラ
ン
カ
民
芸
品
の
バ
ザ
ー
も
実
施

し
ま
す
。
是
非
ご
参
拝
く
だ
さ
い
。

四
月
三
日
〜
四
月
八
日
迄

釣
船
寺
本
堂
正
面
に
、
例
年
通
り
花

御
堂
を
安
置
し
ま
す
、
ご
先
祖
様
へ
の

思
い
、
わ
が
子
の
無
事
育
成
の
願
い
な

ど
、
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
込
め
て

お
像
の
頭
上
よ
り
甘
茶
を
か
け
て
沐
浴

の
故
事
に
な
ら
い
ま
し
ょ
う
。

期
間
中
、
参
拝
さ
れ
た
方
先
着

１
０
０
名
様
に
、
甘
茶
を
お
配
り

い
た
し
ま
す
。

道
元

曹
洞
宗
の
開
祖

一
二
〇
〇
〜
一
二
五
三
年

内
大
臣
久
我
家
に
生
ま
れ
、
比
叡
山
に

出
家
、
中
国
天
童
寺
留
学
よ
り
帰
国
し

て
永
平
寺
を
開
き
禅
を
広
め
た
。
著
作

「
正
法
眼
蔵
」
な
ど
。

法
然

浄
土
宗
の
開
祖

一
一
三
三
〜
一
二
一
二
年

岡
山
生
ま
れ
、
比
叡
山
を
降
り
て
四
三
歳
の
時

浄
土
門
を
開
き
、
専
修
念
仏
を
説
い
た
。
著
作

「
選
択
本
願
念
仏
集
」
な
ど

栄
西

臨
済
宗
の
開
祖

一
一
四
一
〜
一
二
一
五
年

二
度
入
宗
し
て
臨
済
禅
を
会
得
、
博
多
に
聖
福

寺
、
京
都
に
建
仁
寺
を
建
て
て
禅
宗
の
定
着
に

寄
与
し
た
。
著
作
「
興
禅
護
国
論
」
な
ど

親
鸞

浄
土
真
宗
の
開
祖

一
一
七
三
〜
一
二
六
二
年

法
然
の
弟
子
で
愚
と
自
称
し
、
非
僧
非
俗
を
貫

き
日
本
僧
が
妻
帯
す
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
。

著
作
「
教
行
信
証
」
な
ど
。

日
蓮

日
蓮
宗
の
開
祖

一
二
二
二
〜
一
二
八
二
年

千
葉
の
人
で
、
仏
法
の
真
髄
を
法
華
経
に
見
出

し
て
立
宗
、
配
流
さ
れ
て
も
ひ
る
ま
ず
、
の
ち

に
身
延
山
を
開
い
た
。
著
作
「
観
心
本
尊
抄
」

な
ど
。
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※
護
持
会
費
の
ご
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
墓
参
の
折
、
郵
便
振
込
で
も
結
構
で
す
。

曹
洞
宗

本
尊

延
命
地
蔵
菩
薩

慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
年
）
九
月
二
十
日
、
木
原
永
巌
寺
十
七
世
安
芝
門
泰
大
和
尚
が
開
山
。

今
か
ら
三
九
一
年
前
に
な
り
、
木
原
永
巌
寺
の
末
寺
と
な
り
ま
し
た
。

承
応
年
中
お
よ
び
寛
文
年
中
に
は
寺
よ
り
出
火
。
本
尊
、
過
去
帳
と
も
に
、
堂
や
塔
残
ら
ず
焼
失
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
六
世
梅
門
大
和
尚
は
、
静
岡

の
秋
葉
総
本
殿

可
睡
齋
か
ら
分
霊
を
迎
え
、
火
防

火
の
用
心
霊
験
あ
ら
た
か
な
三
尺
坊
大
権
現
様
を
秋
葉
神
社
に
祀
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
三
五
七
年
前
と
三
四
八
年
前
に
相
次
い
で
火
災
に
遭
遇
し
て
い
ま
す
。
二
度
目
の
火
災
は
、
最
初
の
火
災
に
よ
る
再
建
造
作
中
に
大
工
の
不
始
末

か
ら
再
び
焼
失
し
た
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
の
本
堂
は
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
年
）
三
月
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
、
今
か
ら
一
八
三
年
前
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
二
十
一
年
に
は
、
本
堂

屋
根

普
請
（
ふ
し
ん
）
を
し
た
記
録
が
過
去
帳
に
残
っ
て
い
ま
す
。

庫
裡
は
本
堂
よ
り
古
い
建
築
で
し
た
。
永
ら
く
納
屋
同
様
で
あ
っ
た
も
の
を
つ
い
に
取
り
壊
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
年
）
今
か
ら
五
十
年
前

に
新
築
し
た
も
の
で
し
た
が
、
秀
孝
和
尚
の
代
で
取
り
壊
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
明
五
年
（
一
七
八
五
年
）
の
文
書
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
釣
船
寺
に
所
属
し
て
い
た
、
秋
葉
様
は
、
明
治
末
期
の
神
仏
分
離
の
命
令
に
よ
り
、
神
職
が

秋
葉
三
尺
防
様
（
観
世
音
菩
薩
様
の
化
身
）
の
分
霊
（
火
伏
せ
の
仏
様
）
を
社
務
が
司
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
現
在
も
、
お
社
（
や
し
ろ
）
を
取
り
囲

む
土
地
は
、
釣
船
寺
の
敷
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

字

中
郷

地
蔵
堂
廟
所
と
は
、
現
在
の
中
央
公
民
館
の
旧
郵
便
局
寄
り
敷
地
の
墓
地
で
、
字

石
橋
観
音
堂
廟
所
と
は
、
現

浮
島
農
協
建
物
の
場
所

に
あ
っ
た
小
堂
で
す
。
ま
た
、
字

戸
崎
館
地
蔵
堂
は
、
現

戸
崎
公
民
館
地
で
、
い
ず
れ
も
釣
船
寺
か
ら
遠
く
離
れ
、
大
正
時
代
に
浮
島
村
や
地
域
に
返

し
ま
し
た
。
現
在
、
西
浜
の
観
音
堂
が
釣
船
寺
の
管
理
下
に
あ
り
ま
す
。

釣
船
寺
墓
地
利
用
者
へ
の
お
願
い

お
墓
に
あ
げ
ま
す
紙
の
お
花
は
、
強
風
が
吹
き
ま
す
と
寺
内
に
散
舞
し
て
し
ま
い
困
っ
て
い

る
の
と
、
針
金
が
入
っ
て
い
る
た
め
焼
却
出
来
ま
せ
ん
。
な
る
べ
く

生
花
が
よ
ろ
し
い
か
と

思
い
ま
す
。
も
し
紙
の
花
の
場
合
は
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

釣
船
寺
墓
地
管
理
者

海
中
山

釣
船
寺
の
歴
史


